
項目 金額万円 備考
職員の車通勤費削減 2,200 Ｈ30年度以降
エアコン地方交付ｆ税 2,700 13年間継続
公民館有料化 1,000 収入増
使用料手数料値上げ 2,200 収入増

合計 8,100

その他項目 金額 備考
くじ引き入札 １．５億円 推定支出増年額

エアコン補助金 ２．９億円 Ｈ３１年度歳入

新年度消費税増 1．９億円 収入増３か月分

年度
市長
部局

上下
水道
部

Ｈ28 26 16
Ｈ29 26 20
Ｈ30 86 40

入札での
くじ引き件数

　落札価格上昇推計（億円）
年度 市長部局 上下水道 合計
Ｈ27 1.5 0.9 2.4
Ｈ28 1.5 0.7 2.2
H29 1.6 0.8 2.4
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最近の活動

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
は
、
「
行
政
苦

情
の
解
決
、
行
政
の
適
正
運
用
、
人

権
保
護
の
た
め
に
行
動
す
る
人
」
で

す
。私

達
は
こ
れ
ま
で
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
と
し
て
、
情
報
公
開
を
進
め
、

税
金
の
無
駄
使
い
を
防
ぎ
、
税
金
の

有
効
活
用
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
そ
れ
ら
と
共
に
、
各
種
相

談
へ
の
対
応
、
人
権
の
保
護
、
災
害

対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
格
差
是

正
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、

市
民
主
権
の
政
治
を
目
指
し
た
活
動

を
引
き
続
き
実
行
し
て
ゆ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
、

公
益
通
報
の
拡
大
等
も
通
じ
、
暮
し

や
す
い
落
ち
着
い
た
生
活
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
、
平
和
で
安
全
な
社

会
、
健
康
的
な
働
き
や
す
い
職
場
な

ど
の
実
現
に
ま
い
進
し
て
ゆ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
頂
き
、

行
動
し
て
ゆ
き
ま
す
。

今
後
も
、
よ
ろ
し

く
ご
指
導
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
ン

今
後
の
取
り
組
み

市
は
、
Ｈ
30
年
度
よ
り
入

札
制
度
を
見
直
し
、
最
低
制

限
価
格
を
上
げ
た
。
そ
の
結

果
、
そ
の
価
格
で
の
同
額
入

札
が
増
加
。
く
じ
引
き
入
札

（
同
額
入
札
の
た
め
、
「
く

じ
引
き
」
で
落
札
者
を
決
定

す
る
）
件
数
が
大
き
く
増
加

し
て
、
高
価
格
発
注
と
な
り

市
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

最
近
の
市
財
政
の
動
き

（
表
１
参
照
）
は
、
①
市
職

員
の
車
通
勤
費
の
削
減
（
年

間
２
２
０
０
万
円
）
、
公
民

館
有
料
化
（
同
１
０
０
０
万

円
）
、
使
用
料
手
数
料
値
上

げ
（
同
２
２
０
０
万
円
）
、

学
校
エ
ア
コ
ン
事
業
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
交
付
（
同
２

７
０
０
万
円
）
な
ど
が
あ
る

（
合
計
８
１
０
０
万
円
）
。

一
方
、
入
札
は
1.5
億

円
程
度

の

価
格
上

昇

（
表
２
）
が
推
計
さ
れ

て
お
り
、
負
担
増
と
な
っ

て
い
る
。
く
じ
引
き
入

札
は
急
増
（
表
３
）
し

て
お
り
、
安
く
購
入
で

き
な
い
状
態
で
あ
る
。

以
上
か
ら
も
、
く
じ
引
き

入
札
は
市
財
政
に
極
め
て
悪

い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
改
善
に
つ
い
て
、
佐

倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
一

般
質
問
で
も
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
市
の
対
応
は
迅
速
で

は
な
い
。

くじ引き入札はさらに増加

（重点地域） 佐倉地区（京成線北側）、臼井地
区（京成線北側）、ユーカリ地区、志津地区

これまで、佐倉市議会議員として４期１６年
間活動してきました。５期目に向けて今後も、
よろしくご指導をお願い致します。

１．「藤崎 良次」 の略歴
佐倉市民オンブズマン代表
佐倉市山崎（宮前３丁目町内会）在住（６９才）
政党に無所属 佐倉市議会議員４期
家族 妻と子供３人孫２人 HPは藤崎良次を検索→
連絡先 携帯 090-9144-0676 Ｆａｘ 043-485-5999

Eメール fujisakir@sky.email.ne.jp

千葉県印旛郡栄町生まれ。千葉工業高校、千葉工業大学、放送大学
（社会と経済）を卒業し、放送大学大学院修了（2008年）
千葉工業大学卒業後会社員となり、1977年から市内本町に住み、199

5年から市内山崎（宮前３丁目町内会）に在住。
これまで、保育園父母の会会長、小学校ＰＴＡ副会長、学童保育クラ

ブ会長、住民訴訟原告団長、市民オンブズマン連絡会議事務局長など
を務める。市議会４期の間に、各常任委員会委員、都市計画審議会委
員、衛生組合議員、消防組合議員などを務める。

２．「藤崎 良次」 のめざすもの
市民オンブズマンは行政苦情を解決し、人権を保護し、行政の適正

運用のために行動し、税金の無駄使いを防ぎます。
藤崎は、これまでの活動実績をもとに税金を有効に活用し、豊かな市

民生活の実現を目指します。
① 情報公開を進めます。政策形成過程を含めた情報公開を進め、望
ましい市政運営に市民が参加発言できるように取り組みます。
② 子育て支援、高齢者福祉、障害者福祉、防災、環境保全、教育問題、
ハラスメントの防止、公益通報の拡大に取り組みます。
③発注に関しては、最小の経費で最大の効果を発揮することを目指し、
市民の税金を有効に活用します。談合は許しません。
④ 市民からの各種相談に積極的に対応します。

Ｈ30年度には、市職員の車通勤費を年額２２００万円削減、小中学校
エアコン工事では国補助金活用を要請し６．４億円の市財政負軽減とな
りました。これまで、職員給与の適正化、入札の適正化、官官接待の防
止、市議の海外視察旅行取りやめ、市議政務活動費のＨＰ公開、学童
保育の拡充などを実現してきました。今後も、一層推進いたします。

市議 藤崎良次

オンブズマンとは

「行政苦情の解決や行政

の適正運用、人権保護のた

めに行動する人」です。

各種の御相談は下記連絡

先にどうぞ。一緒に活動でき

る方も募集しています。

佐倉市民オンブズマン
ふ じ さ き り ょ う じ

藤 崎 良 次

く
じ
引
き
入
札大

幅
増

表
３
の
ご
と
く
、
く
じ

引
き
は
大
幅
に
増
え
て
お

り
、
佐
倉
市
に
と
っ
て
危

機
的
で
あ
る
。
特
に
、
工

事
関
係
に
て
多
く
の
「
く

じ
引
き
入
札
」
が
発
生
し

て
お
り
、
「
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
」

（
地
方
自
治
法
）
状
態
に

な
っ
て
い
な
い
。

表１

表２

表３

「
く
じ
引
き
入
札
」
急
増
で
福
祉
削
減

市
の
新
年
度
予
算
は
、
市
長
選
前
の
骨
格
予
算
（
政
策
分
除
く
）
と
し

て
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
入
札
価
格
上
昇
で
市
民
の
福
祉
が
削
ら
れ
る
。

最
近
の
財
政
負
担
減
・
収
入
増
は
、
表
１
に
あ
る
よ
う
に
職
員
車
通
勤

費
削
減
等
が
あ
る
。
一
方
、
市
の
入
札
に
お
い
て
は
、
く
じ
引
き
入
札
が

増
加
し
、
1.5
億
円
程
度
の
価
格
上
昇
（
年
額
）
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
く
じ
引
き
入
札
の
価
格
上
昇
額
が
大
き
く
、
負
担
増
と

な
っ
て
く
る
。
結
局
、
市
民
の
福
祉
が
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。



　 議 会 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △ 　 反 対 ×

主 な 議 案

全
体

佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

の
ぞ
み

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

山
本
議
員

斉
藤
議
員

議 員 数 （ 合 計 28名 ） 28 1 13 4 2 3 2 1 1 1

① Ｈ 31一 般 会 計 予 算 (新 年 度 予 算 ) ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○

② 都 市 公 園 条 例 (陸 上 競 技 場 照 明 費 用
徴 収 )

○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○

③ 平 成 30年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

④ 佐 倉 市 議 会 の 議 場 に 国 旗 、 市 旗 を
掲 揚 す る 決 議

○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○

⑤ 学 童 保 育 の 質 の 確 保 を 求 め る 意 見
書

△ ○ × × × ○ ○ ○ × ×

議 案 種 類 提 出 者 件 数 主 な 内 容 （ 青 字 は 否 決 さ れ た 議 案 ） 可 決 数

新 年 度 予
算

市 長 9

Ｈ 3 1 年 度 一 般 会 計 、 国 民 健 康 保 険 、 公 共
用 地 取 得 事 業 、 農 業 集 落 排 水 、 介 護 保
険 、 災 害 共 済 、 後 期 高 齢 者 医 療 、 水 道 事
業 、 下 水 道 事 業

9

補 正 予 算 市 長 7
Ｈ 3 0 年 度 一 般 会 計 （ ２ 件 ） 、 公 共 用 地 取
得 事 業 、 農 業 集 落 排 水 、 介 護 保 険 、 災 害
共 済 、 後 期 高 齢 者 医 療

7

条 例 制 定 市 長 1 佐 倉 市 歴 史 的 建 築 物 の 保 存 及 び 活 用 1

条 例 改 正 市 長 8

個 人 情 報 保 護 及 び 情 報 公 開 、 職 員 の 勤 務
時 間 ・ 休 暇 等 、 印 鑑 条 例 、 地 域 包 括 支 援
セ ン タ ー の 基 準 、 青 年 館 管 理 、 土 地 の 埋
め 立 て 及 び 土 質 等 の 規 制 、 都 市 公 園 条
例 、 水 道 の 布 設 工 事 等 を 定 め る

8

道 路 線 市 長 1 臼 井 台 1
契 約 市 長 2 小 中 学 校 等 エ ア コ ン 工 事 、 井 野 中 体 育 館 2
和 解 市 長 1 損 害 賠 償 1
人 事 市 長 1 固 定 資 産 評 価 委 員 選 任 1
諮 問 市 長 1 人 権 擁 護 委 員 推 薦 1
請 願 市 民 1 使 用 料 無 料 の 公 民 館 を 求 め る 0

陳 情 市 民 3
会 計 年 度 任 用 職 員 へ の 財 政 措 置 を 求 め
る 、 幼 児 教 育 保 育 へ の 財 政 措 置 を 求 め
る 、 種 子 を 守 る 法 律 ・ 条 例 の 制 定

0

意 見 書 議 員 6

市 議 会 議 場 へ の 国 旗 ・ 市 旗 の 掲 揚 決 議 、
学 童 保 育 の 質 の 確 保 、 後 期 高 齢 者 医 療 費
自 己 負 担 ２ 割 中 止 、 在 日 米 軍 経 費 の 見 直
し 、 放 射 性 物 質 に よ る 環 境 汚 染 防 止 法 を
求 め る 、 家 庭 用 品 の 香 料 成 分 表 示 を 求 め
る

1

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

0.16

1 2 3 4 5 6 72010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

µＳ/ h

タバコの主な指標 佐倉市 全国
受動喫煙年間死者数 20人 1．5万人
能動喫煙年間死者数 180人 13万人
税収 ９億円 2兆円
超過医療費 23億円 1．7兆円
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①
新
年
度
予
算
は
、
骨
格
予

算
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。

藤
崎
は
、
く
じ
引
き
入
札

が
多
く
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
な
い
予
算
な
の
で
、

反
対
し
た
。
ま
た
、
小
中
学

校
等
エ
ア
コ
ン
事
業
に
よ
っ

て
、
佐
倉
市
の
財
政
負
担
が

６
億
円
も
軽
減
さ
れ
た
が
、

市
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

扱
う
か
も
表
明
し
な
い
た
め

に
、
市
民
に
責
任
を
果
た
し

て
い
な
い
と
し
て
反
対
し
た
。

②
都
市
公
園
条
例
改
正

岩
名
運
動
公
園
の
陸
上
競

技
場
に
夜
間
照
明
が
設
備
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
利
用
者
か

ら
1
回
１
５
０
円
を
徴
収
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
未
成
年
や
学
生
に

対
す
る
割
引
等
が
な
い
。
ち

な
み
に
、
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
大
人
（
４
８
０
円
）
、

小

中

学
生
（
１
５
０
円
）
。

③
補
正
予
算

消
費
税
引
き
上

げ
に
伴
う
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
、
高
齢
者

福
祉
施
設
へ
の
非
常
用

発
電
機
設
置

④
市
議
会
議
場
に
国
旗
、
市

旗
を
掲
揚
す
る
決
議

特
に
必
要
な
い
と
考
え
反

対
し
た
。

⑤
学
童
保
育
の
質
確
保

質
の
確
保
は
必
要
で
あ
り

賛
成
し
た
。

-２-

トピックス

定
例
議
会
概
要

２
～
３
月
の
議
会
で
は
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
。
国
補
助
を
活

用
し
、
６
・
４
億
円
の
財
政
負
担
軽
減
と
な
っ
た
。
当
初
、
佐
倉
市
は
補
助
金
を
活
用
し
な

い
財
政
方
針
で
あ
っ
た
が
、
市
債
を
発
行
し
分
割
払
い
を
止
め
て
、
一
括
払
い
と
し
て
国
補

助
を
受
け
る
。
早
期
に
工
事
着
手
す
る
た
め
に
、
開
会
当
日
に
可
決
さ
れ
た
。

↓ 佐倉市民オンブズマン最近の活動 ↓

保
育
園
の
待
機
児
童
は
、

「
年
度
当
初
が
一
番
少
な

く
、
年
度
末
に
多
く
な
り

１
２
７
人
で
あ
る
」
。
さ

ら
に
、
市
全
体
で
は
保
育

可
能
人
数
が
保
育
需
要
以

上
で
あ
っ
て
も
、
待

機
児
童
が
あ
る
場
合

が
多
い
。

ま
た
、
学
童
保
育

で
は
、
「
年
度
当
初

が
一
番
需
要
が
多
く
、

年
度
末
に
最
低
と
な
る
」

こ
れ
は
、
保
育
園
と
は
逆

で
あ
る
。

子
育
て
は
、
災
害
対
策

と
同
様
に
、
緊
急
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。
保
育
園

の
オ
ム
ツ
処
理
費
推
定
は
、

公
立
で
８
６
０
万
円
、
私

立
も
含
め
２
３
０
０
万
円

程
度
と
答
弁
さ
れ
た
。
入

札
制
度
を
改
善
し
、
子
育

て
支
援
を
強
化
す
べ
き
だ
。

入
札
制
度
を
改
善
し
、
子
育
て
支
援
を

佐倉市議 藤崎 良次

佐倉市内平均空間放射線量
グラフ作成

内閣府から情報開示ＨＰ公開中（15頁）

原発不測事態シナリオ

μSv/h

放射線量平均値推移

国基準は0.23

市
で
は
、
学
校
の
大

規
模
改
修
に
合
わ
せ
て

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進

め
て
い
る
。
２
１
２
２
台

の
ト
イ
レ
の
う
ち
約
40
％

の
８
５
７
台
が
洋
式
化
さ

れ
て
い
る
。

藤
崎
の
質
問
に
対
す
る

教
育
長
の
答
弁
は
、
「
大

規
模
改
修
時
の
ト
イ
レ
洋

式
化
で
は
20
年
か
か
る
」

で
あ
っ
た
。

金
額
は
、
一
台
10
万
円

と
す
る
と
、
1.3
億
円
程
度

と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
低
金
利
（
年
利

0.3
％
以
下
）
も
活
用
し
、

一
斉
に
洋
式
化
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
政
治
に
と
っ

て
、
時
間
は
極
め
て
重
要

な
要
素
で
あ
る
。

佐
倉
市
職
員

給
与
の
是
正

市
職
員
の
車
通
勤
費
は
、

基
準
と
し
て
い
る
千
葉
県

職
員
よ
り
、
月
額
３
千
円

高
い
状
態
で
あ
っ
た
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
は
、
こ
の
是
正
を
強
く

求
め
た
結
果
、
Ｈ
30
年

４
月
よ
り
、
千
葉
県
並
み

と
な
り
、
年
額
約
２
２
０

０
万
円
が
削
減
さ
れ
た
。

市職員車通勤費年額２千万削減

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
で
の

財
政
負
担
減
少

佐
倉
市
の
小
中
学
校
等
エ
ア

コ
ン
設
置
事
業
に
つ
い
て
、
佐

倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
国

の
補
助
金
活
用
を
要
請
し
た
。

市
は
、
市
の
財
政
方
針
と
し

て
、
エ
ア
コ
ン
事
業
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
民
間
資
金
活
用
）
の
分
割
払

い
方
式
で
実
施
を
計
画
し
て
い

た
。
分
割
払
い
方
式
の
た
め
、

国
の
補
助
は
受
け
ら
れ
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
佐
倉
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
は
一
括
払
い
に
し
て
国

補
助
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と

要
請
し
た
。
そ
の
後
、
市
は
一

括
払
い
を
検
討
し
国
補
助
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
紙
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
、
２
・
９
億
円
の
補

助
金
と
、
市
債
（
13
億
円
）

へ
の
地
方
交
付
税
（
3.5
億
円
）

受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
よ
っ

て
、
合
計
６
・
４
億
円
の
市
財

政
負
担
の
軽
減
と
な
っ
た
。

負
担
軽
減
分
を
子
育
て
支
援

等
に
使
う
べ
き
だ
。

市財政負担６億４千万円減

た
ば
こ
の
害

厚
生
労
働
省
の
調

査
報
告
「
喫
煙
と
健

康
」
（
Ｈ
28
）
で
は
、

年
間
の
喫
煙
死
亡
者

数
は
、
間
接
喫
煙
を

含
め
る
と
約
15
万
人

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
市
民
に

は
良
く
知
ら
さ
れ
て

お
ら
ず
、
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
佐
倉
市

の
推
計
に
つ
い
て
は

下
表
参
照
。

学
校
ト
イ
レ
は
一
斉
洋
式
化
を

２～３月議会の質問から
選
挙
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）

公
職
選
挙
法
違
反
の
ポ

ス
タ
ー
や
ノ
ボ
リ
が
沢
山

あ
る
。
選
管
は
、
立
候
補

予
定
者
に
文
書
を
送
付
し

て
、
選
挙
違
反
を
防
ご
う

と
し
て
い
る
が
効
果
は
少

な
い
よ
う
だ
。

効
果
の
あ
る
方
法
は
、

有
権
者
（
市
民
）
が
公
職

選
挙
法
の
違
反
に
つ
い
て

良
く
知
る
こ
と
と
思
う
。

有
権
者
は
違
反
す
る
者

に
投
票
を
し
な
い
。
違
反

を
す
る
よ
う
な
人
が
当
選

し
た
ら
、
有
権
者
の
利
益

に
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

即
ち
、
違
反
者
は
仮
に

当
選
し
た
ら
、
市
民
の
目

を
だ
ま
す
よ
う
な
こ
と
を

す
る
だ
ろ
う
と
思
う
か
ら

だ
。
そ
し
て
、
立
候
補
予

定
者
は
、
選
挙
違
反
を
す

れ
ば
不
利
と
知
り
、
違
反

を
や
め
る
こ
と
に
な
る
。


